
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

    

    

 

 

 

 

 

  

    

    

   

      

    

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

  

 

 

 

 

 

 



 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

     

      

 

  

  

  

  

 

  

  

 

  

  

  

  

   

      

      

 

  

 

  

  

 

  



 











○ 埼玉県平均の状況

保険税軽減適用前Ａ 保険税軽減適用後Ｂ （増加率）D/A （増加率）D/C

96,143円 88,863円 115,919円 135,081円 135,081円

(120.57%) (140.50%) (116.53%)

Ｃ－Ａ Ｄ－Ａ Ｄ－Ｃ
19,776円 38,938円 19,162円

○ 川越市の状況

保険税軽減適用前Ａ 保険税軽減適用後Ｂ （増加率）D/A （増加率）D/C

90,091円 83,707円 103,335円 127,509円 127,509円

(114.70%) (141.53%) (123.39%)

Ｃ－Ａ Ｄ－Ａ Ｄ－Ｃ
13,244円 37,418円 24,174円

　  ※ 新制度一人当たり保険税は、市町村の法定外繰入金、激変緩和分、国費追加分（１，７００億円）の効果額は含まれていない。

標準保険税額（一人当たり保険税額）の第２回シミュレーションについて

平成２８年度 平成２９年度

現在の一人当たり保険税
本来徴収すべき

一人当たり保険税
（法定外一般会計繰入前）

Ｃ
（増加率） C/A

新制度
一人当たり保険税

Ｄ

平成２８年度 平成２９年度

現在の一人当たり保険税
本来徴収すべき

一人当たり保険税
（法定外一般会計繰入前）

Ｃ
（増加率） C/A

新制度
一人当たり保険税

Ｄ



標準保険税額（一人当たり保険税額）の第２回シミュレーションのイメージ（埼玉県全体）

平成２８年度ベース 平成２９年度ベース

（注）数値は保険税軽減前。「自然増等分」は、「医療分」、「後期高齢者支援金分」、「介護納付金分」の増加額の合計。

保 険 税
保 険 税

一般会計

繰入金等
相当分

自然増等分

約12.9％増

本来徴収
することと
されている
一人当たり
保険税額
115,919円
（Ｃ）

一人当たり
保険税額
120,088円
（Ｄ’）

一人当たり
保険税額
135,081円
（Ｄ）

標準収納率を１００％
と仮定した場合

標準収納率を８８．９％
と設定した場合

一般会計繰入金等が
ないと仮定した場合

一般会計繰入金等を前
提とした調定額の実績

一人当た
り保険税
の実績
96,143円
（Ａ）

保 険 税

標準的な収納
率の割戻分

保 険 税

約3.6％増約20.6％増

※各市町村の保険税の調定に当たっての
収納率の前提は、必ずしも明確でない。 約16.5％増


